
平成 年度13

第３１回 全国中学校バスケットボール大会

～青い海 輝く 島根で君は神話になる～
【試合結果】 ５NO.

男 子 予 選 リ ー グ

（Ｂリーグ）

平成１３年 ８月 １８日（土） １３：４５～日 時

松江市総合体育館 Ｂコート 第４試合会 場

習志野第一中 長丘中
２９―３０

結 果 ６３ ５６
３４―２６

（ 千 葉 ） （ 福 岡 ）

井 原 智 延 山 崎 孝 明主 審 副 審

【個人トータル表】

習志野第一中
（ 千 葉 ）

番 得点 ３ ２ 反氏 名 F
号 則P P T
南 田 秀 人４

５ １３ ３ ７ ３須 永 祐 輔

齋 藤 雄 太６

中 野 達 也７

８ １和 泉 光 二

小 山 健太郎９

７ １ ２ ２10 原 田 航 平
小 林 大 貴11
伊 賀 周 平12
梅 田 篤13

２８ ６ ３14 11高 橋 良 介

１５ ６ ３ ３15 渡 辺 大 樹
森 章 彦16
鈴 木 祐 大17
山 口 和 良18

22 1 12合 計 ６３ １

6

長 丘 中
（ 福 岡 ）

番 得点 ３ ２ 反氏 名 F
号 則P P T
４ １０ １ ２ ３ ３菊 永 弘 樹

安 部 翔５

６ ８ ３ ２ ４中 村 昌 人

７ ７ ３ １ ５谷 口 友

８ １５ ３ ２ ２ ４堤 啓士朗

９ １２ １ ２ ５ ４松 下 徹

村 上 慎太郎10
小 泉 勝 利11
塩 山 翔 太12
森 山 直 樹13
井 上 朗14
鳥 飼 洋 輔15

４ ２ ２16 中 島 雄 大
田 上 和 佳17
小 林 大 祐18

14 1 22合 計 ５６ ５

3



【戦評】 ５NO.

習志野は２・３ゾーン、長丘はハーフマンツーＤｅｆでスタート。出だしから両チーム

とも高いリバンド争いを展開する。開始後５分は、長丘がリードした。④菊永の２Ｐ、松

下の３Ｐによって２－８とリードする。一方習志野は、 渡辺、 ２Ｐで１０－⑮ ⑭高橋らの

１５と追いつく。習志野はオールコートを丁寧にパスでつなぎブレイクを狙うが、長丘の

運動能力により阻まれる。習志野は、 渡辺の２Ｐでさらに１２－１７と５点差とする。⑮

その後、同じく 渡辺の２Ｐ＋フリースローで１４－１６とする。長丘は⑧堤の３Ｐで⑮

⑭１５－１９とさらに突き放す。両チームとも高いリバウンド争いを展開する。習志野は

の頑張りが光る。リバウンドからの２Ｐでついに２１－２３とする。長丘は④菊永の高橋

⑯中島の頑張りで２５－２７とする。習志野は⑭高橋のふりかえりざまの２Ｐなどで２９－３０２Ｐ

とする。

後半、出だし、両チームとも動きが硬い。長丘はディフェンスを２・２・１のオールコ

ートに変えた。習志野は 渡辺らが頑張りを見せる。習志野の２・３ゾー⑭高橋、⑩原田、⑮

ンに対し、長丘はハイ＆ローで対抗する。４０－３２で、長丘はタイムアウト。ハーフコ

ートのマンツーマンから、ポイント的なタヴルティームのＤｅｆをおりまぜ、じわじわと

追いつく。習志野の④南田のボールさばきは安定している。両チームともルーズボール争

い、リバウンド争いで激しくプレイを展開する。残り３分で、５０－４６となるがじわじ

わと差は縮まり、残り４０秒で同点となる。残り１分半のフリースローでは長丘の⑧堤が

リバウンドをチップイン。ダイナミックなプレイで５４－５２と習志野に迫る。
最後は、習志野が安定したゲーム展開をつづけ、６３－５６と７点差で逃げ切った。
点差で逃げ切った。

記録者 渡 部 睦 浩（附属中）
高 橋 宏 明（県バス）

【予選リーグ戦績】

勝敗 順位リーグ 大瀬中 長丘中 習志野第一中
□勝大瀬中

－ － □位□□ □□ 25 29
（ 奈 良 ） □負□□ □□ 45 55

20 26□□ □□－ －

□勝長丘中
－ －２６ □位□□ □□ ３０

（ 福 岡 ） ６３ □負□□ □□ ５６

－ －３４□□ □□ ２６

□勝習志野
－ －３０ □位第一中 29 25 ２９

（ 千 葉 ） ５６ □負55 45 ６３
－ －２６26 20 ３４


